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 産業廃棄物の排出及び処理状況等(平成 19 年度実績)について 
 

 

 

 

    

      

「あなたの分析室Ｗｅｂシステム｣ 過去データから最新の分析結果、分析の進捗状況まで 

あなたのパソコンからいつでも好きなときにご確認いただけます。 

まずは、お問合せください。 

  

〒336 -0015 さいたま市南区大字太田窪 2051 番地 2 

TEL.048-887-2590   FAX.048-886-2817 
ＵＲＬ：www.knights.co.jp 

今すぐ、結果が知りたい！っと思った事ありませんか？ 業界初新サービス、しかも無料！ 

 
環境省は平成２２年 1 月１２日、平成 1９年度の産業廃棄物の排出及び処理状況等について調査結果

を公表しました。 

 1９年度の全国の産業廃棄物の総排出量は約４億１,９００万トンで、１８年度に比べ、約１００万トン（約

０．２％）の増加となりました。 

 業種別排出量では１８年度と同様、電気・ガス・熱供給・水道業（総排出量中２２．８％）、農業（同

２０．９％）、建設業（同１８．４％）、鉄鋼業（同９．１％）、パルプ・紙・紙加工品製造業（同８．５％）、化学工業

（同４．２％）の上位６業種で総排出量の約８割を占める結果となり、廃棄物の種類別排出量も１８年度同

様、汚泥（４４．２％）、動物のふん尿（２０．９％）、がれき類（１４．５％）の上位３品目だけで総排出量の約

８割に達しています。 

 尚、再生利用量は約２億１，８８１万トン（１８年度約２億１，４７７万トン）と増加していますが、減量化量が

約１億８，０４７万トン（同約１億８，１９３万トン）とわずかに減少し、最終処分量は１８年度の約２，１８０万トンよ

り約１６６万トン少ない約２，０１４万トンにとどまりました。 

 

当社では、産業廃棄物の分析を行っております。お気軽にお問い合わせ下さい。 

 

資料 2010 年１月１２日付 環境省ＨＰ 

土壌環境箇所 明石康伸 

 

 

産業廃棄物の排出及び処理状況等（平成19年度実績）について

http://www.knights.jp/mailform.html
http://www.knights.jp
http://www.knights.jp/ana/soil/indwst_index.html
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